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飮邪併結 
  
飮邪併結者、水飮與万邪、相併頑結、是也、亦是素有二澼飮一、或因二誤治一而併、或不万因

万誤而併、其結在二胸中一者、有二結胸一、有二藏結一、有二胸有一万寒、在二心下一者、有二熱實一、

有二冷熱不一万調、要皆凝二
―固一處一者也、 

 飮邪併結とは、水飮と邪と、相併つらなり頑なに結ぶ、是也、亦是素澼飮腸間の水有り、或い

は誤治に因りて併り、或いは誤に因らずにして併る、其結が胸中に在る者、結胸有り、藏結

有り、胸に寒有る有り、心下に在る者、熱實有り、冷熱調ととのわざる有り、要は皆一處に凝

固する者也、 
飮在二胸膈一者、多是稠涎、在二心下一者、多是稀水、治有二緊慢一、亦未万可万不万由万此也、 
 飮が胸膈に在る者、多く是稠濃い涎ねばい液、心下に在る者、多く是稀薄い水、治に緊慢有り、

亦未だ此に由よらざるべからず也、 

結胸者、何、飮邪相結、以盤二
―踞胸堂一、担遂及二心下一、是也、 

 結胸とは、何ぞ、飮邪相結、以て胸堂に盤踞しっかりと根を張る、担遂に心下に及ぶ、是也、 
明理論曰、所万謂結者、若二繫結之結一、不万能二分解一者也、 
 明理論曰く、謂う所の結は、繫繋結の結の若如く、分解能わざる者也、 

蓋陽明病之類變、而其證凋更有二等差一、如二大陷陥胸湯所一万主、膈内拒痛、心中懊憹、心下

因鞕者、其正證也、 

 蓋し陽明病の類變にして、其證凋更に等差有り、＊大陷陥胸湯主る所の如き、膈内拒痛横隔

膜の辺りで病毒を防御せんとして痛む「傷寒論入門」、心中懊憹、心下因よって鞕なる者、其正證也、 
＊太陽病下七條「太陽病 脈浮而動数 浮則為風 数則為熱 動則為痛 数則為虚 頭痛發熱 微盗汗出 而反悪寒者 

表未解也 醫反下之 動数変遅 膈内拒痛 胃中空虚 客氣動膈 短氣躁煩 心中懊憹 陽氣内陥 心下因鞕 則為結

胸 大陥胸湯主之 若不結胸 但頭汗出 餘處無汗 劑頚而還 小便不利 身必發黄       大黄 芒硝 甘遂」 

太陽病下二十二條「傷寒五六日 嘔而発熱者 柴胡湯証具 而以他薬下之 柴胡証仍在者 復与柴胡湯 此雖已下之 

不為逆 必蒸蒸而振 却発熱汗出而解 若心下満而鞕痛者 此為結胸也 大陥胸湯主之 但満而不痛 者此為痞 柴胡

不中与之 宜半夏写心湯」 

拈二膈痛一者、僅一條、然福名二結胸一、則其義自寓焉、 
 膈痛を拈あげる者、僅か一條太陽病下七條、然れども福に結胸と名づければ、則ち其義自ら寓や

どる焉、 
其來多因二太陽病誤下一、 
 其來多くは太陽病の誤下に因る、 
病發二於陽一、而反下万之、熱入因作二結胸一、及大陷胸湯條、其義可万見已、但此所万謂陰

陽、殊爲万難万解、張氏福疑万之、秦氏傷寒大白、以爲二表熱之輕重一、亦未万鬯、軒邨嘗謂、

此蓋癪實已、當時不万詳二其存説
一、今推二之意一、蓋言下就二太陽中、分中其人癪實上、其人實

有万飮、邪激甚、故作結胸一、其人癪有万飮、邪激微、故作万痞、所万釋如是、亦頗覺二穏貼
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一、 
 ＊病が陽に發すれど、反して之を下す、熱入り因って結胸を作る、及び大陷陥胸湯條に、

其義見あらわれるべき已、但此謂う所の陰陽、殊ことに難解と爲す、張氏福に之を疑う、秦氏

の傷寒大白、以て表熱の輕重と爲す、亦未だ鬯チョウ・勢いが盛んならず、軒邨嘗て謂う、此蓋し

癪實已、當時は其存説に詳しからず、今之が意を推おしはかるに、蓋し太陽中に就いて、其人

の癪實を分けるを言う、其人實にて飮有り、邪激甚、故に結胸を作る、其人癪にて飮有り、

邪激微、故に痞を作る、釋とく所是の如し、亦頗る穏貼帖・穏当なることを覺える、 
○金鑑以二數則爲万癪句一爲二剰文一、愚謂當下併二動則爲万痛句一從上万刪、動數之動、宜二泛

講一、蓋與二熟數急者爲万傳也之急字一一例、 
＊太陽病下三條「病発於陽 而反下之 熱入因作結胸 病発於陰 而反下之 因作痞也 所以成結胸者 以下之太早故

也」   
○金鑑「後纂醫宗金鑑」明代「數則為癪」太陽病下七條句を以て剰余文と爲す、愚謂う當に「動則爲痛」

句を併せ刪けずるに從うべし、動數の動、宜しく泛ひろく講論じるべし、蓋し「熟數急者爲傳也」

の急字と一同例、 
＊太陽病上四條「傷寒一日 太陽受之 脈若静者 為不伝 頗欲吐 若躁煩 脈数急者 為伝也

頻脈で急は急迫の急であわ

ただしく、少陰の症候複合を現し来る「傷寒論入門」
」 

亦有下不万因二誤下一者上、心下痛按万之石鞕、其證稍重、 
 亦誤下に因らざる者有り、心下痛之を按じて石鞕＊、其證稍重い、 
＊太陽病下八條「傷寒六七日 結胸熱実 脈沈而緊 心下痛 按之石鞕者 大陥胸湯主之」 

傷寒十餘日、熱結在万裏條、亦是也、其視二大柴胡一者、以下彼證亦有二心下急痞鞕等一、與二

結胸一相疑上、故對待爲万辨、往來寒熱、與万無二大熱一相對、熱結在万裏、與三水結在二胸脇一

相對、但頭汗出、是柴胡證所万無、且擧二水結字一、以明三結胸之必自二水飮一、 
 ＊傷寒十餘日、熱結が裏に在る條、亦是也、其大柴胡を視掲げるは、彼證亦心下急痞鞕等

有り、結胸と相疑うを以てする、故に對待両方向かい合って立つ辨を爲す、往來寒熱、大熱無きと

相對す、熱結在裏と、水結在胸脇と相對、但頭汗出、是柴胡證無き所、且つ水結の字を擧

げて、以て結胸の必ず水飮に自よるを明らかにす、 
＊太陽病下九條「傷寒十余日 熱結在裏 復往来寒熱者 与大柴胡湯 但結胸 無大熱者 此為水結在胸脇也 但頭微

汗出者 大陥胸湯主之」 

有下自二重汗復下一者上、從二心下一至二少腹一鞕滿、而痛不万可万近、此兼二胃實一、其證最重、 
＊重ねての汗復下に自よる者有り、心下從より少腹に至り鞕滿して、痛み近づくべからざる、

此胃實を兼ねる、其證最も重い、  
＊太陽病下十條「太陽病 重發汗而復下之 不大便五六日 舌上燥而渇 日晡所小有潮熱 従心下至少腹 鞕満而痛不

可近者 大陥胸湯主之  大黄 芒消 甘遂 以水六升 先煮大黄 取二升 去滓 内芒消 煮一兩沸 内甘遂末 」 

以上輕重、如二其來路一、當二互万意看一、不二必拘一、 
 以上輕重、其來路の如き、當に意を互いにして看るべし、必ずしも拘こだわらず、 
有下自二少陽病誤治一者上、 
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 少陽病誤治に自る者有り、 
半夏瀉心湯條、不下特爲二二證一、立上万辨、亦示下少陽誤下、猶有中爲二結胸及痞一者上、又結

胸、有下自二太少併病一者上、然似万非二大陷胸所一万主、 
 ＊半夏瀉心湯條、特に二證を爲し、辨区別を立設ず、亦少陽誤下、猶結胸及び痞を爲す者有

るを示す、又結胸、太少併病に自る者有り、然れども大陷陥胸主る所に非ざるに似る、 
＊太陽病下二十二條「傷寒五六日 嘔而発熱者 柴胡湯証具 而以他薬下之 柴胡証仍在者 復与柴胡湯 此雖已下之 

不為逆 必蒸蒸而振 却発熱汗出而解 若心下満而鞕痛者 此為結胸也 大陥胸湯主之 但満而不痛者此為痞 柴胡不

中与之 宜半夏瀉心湯         半夏 黄芩 乾薑 人参 黄連 大棗 甘草 」 

金匱嘔吐噦下利病十七「嘔而腸鳴、心下痞者、半夏瀉心湯主、」 

蓋輕重來路、倶雖万有万異、其菷則一、故均用二此方一、以驅二
―徐水熱一也、 

 蓋し輕重來路、倶に異同じでない有りと雖も、其菷は則ち一、故に此方を均ひとしく用いる、

以て水熱を驅徐する也、 

成氏謂、利藥中此爲二駃劑一、信然、蓋利藥欲万生、大承氣主在二大乱一、故後煮万之、此湯

重在二甘担一、故先煮二大乱一、後内二甘担一、非二彼急而此緩一也、尤氏有二承氣陷胸辨一、其

存新奇不万確、仍不二採入一、 
 成氏謂う、利藥中此駃はやい劑と爲す、信まことに然り、蓋し利藥生を欲す、大承氣主は大乱
黄に在り、故に後に之を煮る、此湯重ねて甘担遂在り、故に先ず大乱黄を煮て、後甘担遂を入

れる、彼急にして此緩に非ざる也、尤氏承氣陷陥胸辨有り、其存説新奇新しくめずらしく確かなら

ず、仍やはり採入せず、 
如二大陷胸丸證一、是其併結稍輕二於前證一、然勢連二

―甚於上一者也、 
 大陷陥胸丸證の如き、是其併結稍前證より輕い、然れども勢は上に連なること甚だしき者

也、 
＊太陽病下三條「病發於陽而反下之 熱入因作結胸 病發於陰而反下之 因作痞也 所以成結胸者 以下之太早故也  

太陽病下四條「結胸者 項亦強 如柔痙状 下之則和 宜大陥胸丸     大黄半斤 葶藶子半斤熬 芒硝半斤 

杏仁半升去皮尖熬黒  右四味 擣篩二味 内杏仁芒硝 合研如脂 和散取如弾丸一枚 別擣甘遂末一銭匕 白蜜二合 

水二升 煮取一升 温頓服之 （右四味、二味を擣き、篩い、杏仁芒硝を内れ、合研して脂の如くにし、散に和し、弾

丸の如きもの一枚を取り、別に甘遂末一銭匕を擣き、白蜜二合水二升にて煮て一升を取り、温めて之を頓服す、）」 

項強殊甚、其寔似万痙、但非万如二剛痙之背反張一、故云万如二柔痙寔状
一、喩氏曰、胸邪緊逼、

以二大陷胸湯一下万之、恐過而不万畱、侖以二大陷胸丸一下万之、又恐滞而不万行、故煮而連万

滓服万之、然後與万邪相當、而可万施二戰勝攻取之略一、觀三方中用二大乱亡消甘担一、可万謂

万峻矣、乃凋加二葶藶杏人一、以射二肺邪一、而上行其急、煮時又倍二
―加白蜜一、以畱戀而潤二

―導之一、而下行其緩、必識二此意一、始得二用万方之妙一、 
 項強こわばり殊ことに甚だしい、其寔状痙に似る、但し剛痙の背反張の如きに非ず、故に柔痙

寔状の如きと云う、喩氏曰く、胸邪緊逼ヒツ・せまる、大陷陥胸湯を以て之を下す、恐らく過ぎ

て畱留・とまらず、侖即ち大陷胸丸を以て之を下す、又恐らく滞とどこおりて行めぐらず、故に煮

れども滓を連ねて之を服す、然れば後邪と相當たりて、戰勝攻取の略おさめるを施すべし、 
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方中に大乱黄芒消甘担遂を用いるを観るに、峻はげしいと謂うべし矣、乃ち凋更に葶藶杏人を加

え、以て肺邪を射あて、しかして上行其急、煮る時又白蜜を倍加、以て畱留戀執着之を潤導し

て、下行其緩、必ず此意を識り、始めて方を用いるの妙を得る、 
○按陶氏曰、一方寸匕散、蜜和、得万如二梧子一、准二十丸一爲万度、如二彈丸及雞子乱一者、

以二十梧子一准万之、唐本注云、方寸匕散爲万丸、如二梧子一得二十六丸一、如二彈丸一一枚、若

二雞子乱一者、准二四十丸一、今彈丸同二雞子乱一、此甚不万同、據万此、彈丸大、正准二十六

梧子一、呉氏存、實沿二李時珍之陋一耳、又丸字、宋代避万諱作二圓字一、非万有二異趣一、詳

開二于愚著藥治通義中一、茲不万贅、 
 ○按ずるに陶氏曰く、一方寸匕散、蜜和、梧子の如きを得、十丸を准標準にするにして度

と爲す、彈丸及び雞鶏子乱黄の如き者、十梧子を以て之を准とす、唐本注云う、方寸匕散を

丸と爲すに、梧子の如き十六丸を得て、彈丸の如き一枚、雞鶏子乱の若き者、四十丸を准に

し、今彈丸を雞子乱黄に同じくす、此甚まことに同じからずと、此に據れば、彈丸大、正に十

六梧子に准ずる、呉氏呉儀洛「傷寒分経」清代存説、實に李時珍「本草綱目」明代の陋ロウ・そまつに沿そう耳、

又丸字、宋代諱いみな・死者の生前の本名を避け圓字と作る、異趣おもむきを異にしている有るに非ず、詳し

くは愚著藥治通義中を開くべし、茲ここに贅ゼイ・つらねるせず、 
＊藥治通義 多紀元堅著の薬物學書、薬物學について詳細に論じた書で、調剤法用法用量服用法などにつき、過去の諸

文献を博引して整理、さらに自説を加えている。考証医家元堅の面目躍如たる著述。 小曾戸洋「日本漢方典籍辞典」 

如二小結胸一、是病不万及万膈、屬二最輕證一、故不万假二攻下一、然亦是併結、所三以猶須二陷

胸之法一也、 
 小結胸＊の如き、是病膈に及ばず、最も輕證に屬す、故に攻下を假からず、然れども亦是

併結、以て猶陷胸＊＊の法を須もちいるべき所也、 
＊太陽病下十一條「小結胸病 正在心下 按之則痛 脈浮滑者 小陥胸湯主之    黄連 半夏 栝樓実」 

＊＊三味の薬性混一和合して、心下の結飲を直に陥下せしむるの意也「傷寒論攷注」 

程氏曰、痞證亦有二心下鞕者一、但不万痛耳、 
程氏曰く、痞證亦心下鞕者有り、但痛まず耳、 

如二寒實結胸一、蓋係二太陰之類變一、此膈閒素有二寒涎一、邪氣内陷、相化爲万實、或是有二

膈痛心下鞕等證一、其勢連二
―及于下一、而陽猶持者、故峻二

―利之一也、 
 寒實結胸の如き、蓋し太陰の類變に係つながる、此膈閒間に素寒涎有り、邪氣内陷、相化し

て實と爲す、或いは是膈痛心下鞕等證有り、其勢下に連及すれども、陽猶持する者、故に

之を峻利する也、 
尤氏亦疑二小陷胸湯、及亦可万服七字一、然猶誤接二文蛤散條一、 
 尤氏亦小陷胸湯、及び亦服すべき七字を疑う、然り猶誤って文蛤散條＊に接接続するがごと

し、 
＊太陽病下十四條「病在陽 應以汗解之 反以冷水宵之 若灌之 其熱被劫不得去 彌更益煩 肉上粟起 意欲飲水 

反不渇者 服文蛤散 若不差者與五苓散 寒實結胸無熱證者 與三物小陥胸湯 白散亦可服  白散（桔梗 巴豆一分

去皮心熬黒研如脂 貝母） 」 
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○陶氏曰、巴豆、打破剥二其皮一、刮二
―去心一、不万爾令二人悶一、 

 ○陶氏曰く、＊巴豆、打破り其皮を剥ぐ、心を刮けずり去る、爾しからざれば人をして悶もだ

えせしむ、 

如下本有二寒分一、下万之作二結胸一者上、亦是寒實、然陽素癪、故不万宜二利藥一也、 
 本寒分有り、之を下し結胸を作る者の如き、亦是寒實、然れば陽素癪、故に利藥宜しか

らず也、 
成氏曰、以二心下結滿一、臥則氣壅而愈甚、故不万能万臥、而但欲万起也、據万此、則豈與二

支飮倚息一同万機者乎、心下必結、錢氏以爲二梔豉類證一、愚謂此太陽病兼心下有万水者、殆

桂枝加茯苓朮湯之類證也、其誤下作二結胸一、須二築損理中丸一、侖胸痺用二人參湯一之意也、 
 成氏曰く、心下結滿を以て、臥すれば則ち氣壅ふさがりて愈ますます甚だしい、故に臥する能わ

ずして、但起きんと欲する＊也、此に據れば、則ち豈支飮倚イ・もたれる息と機を同じくする者

乎、心下必結、錢氏以て梔豉類證と爲す、愚謂う此太陽病兼心下に水有る者、殆ど桂枝加

茯苓朮湯＊＊の類證也、其誤下結胸を作なす、須く築損増減理中丸なるべし、侖ち胸痺に人參

湯＊＊＊を用いるの意也、 
＊太陽病下十二條「太陽病 二三日 不能臥 但欲起 心下必結 脈微弱者 此本有寒分也 反下之 若利止 必作結

胸 未止者四日復下之 此作協熱利也」 

＊＊桂枝加朮苓湯 桂枝 生薑 大棗 芍藥 甘草 茯苓 蒼朮 （東洞） 

＊＊＊金匱胸痺心痛短氣病九「胸痺、心中痞、留氣結在胸、胸滿、脇下逆搶心、枳実薤白桂枝湯主之、人參湯主之、 人

參 甘草 乾薑 白朮 」 

藏結者、何、陰寒上結、如二結胸寔状
一、是也、 

 藏結＊とは、何ぞ、陰寒上結、結胸寔状の如き、是也、 
＊太陽病下一條「問曰 病有結胸 有臓結 其状何如 答曰 按之痛 寸脈浮 関脈沈 名曰結胸也 何謂臓結 答曰 

如結胸状 飲食如故 時時下利 寸脈浮 関脈小細沈緊 名曰臓結 舌上白胎滑者 難治」 

太陽病下二條「臓結 無陽証 不往来寒熱 其人反静 舌上胎滑者 不可攻也」 

太陽病下四十條「病脇下素有痞 連在臍傍 痛引少腹 入陰筋者 此名臓結 死」 

汪氏以二挾字食無一万字食、辨二結胸藏結一、亦未万允、尤氏曰、胸高而藏下、胸陽而藏陰、病

寔状雖万同、而所万處之位則不万同、是襲二汪氏之謬一、又汪氏謂、藏結按万之不万痛、尤氏

則以爲如二結胸寔状
一者、謂万如二結胸之按而痛一、近万是、 

 ＊汪氏字食挾はさむと字食無きを以て、結胸藏結を辨ず、亦未だ允まことならず、尤氏曰く、胸

高くして藏下がる、胸陽にして藏陰、病寔状同じと雖も、處する所の位は則ち不同、是汪氏

の謬を襲かさねる、又汪氏謂う、藏結之を按じて痛まず、尤氏は則ち以て結胸寔状の如き者

と爲し、結胸の按じて痛む如きを謂う、是に近い、 
＊汪琥「傷寒論辨證廣註」清 傷寒論攷注太陽病下一條で引用 

愚按結胸證、其人本胃中挟食、下之太早則食不能去、外邪反入結於胃中、以故按之則痛、不能飲食、蔵結證、其人胃

中本無食、下之太過則蔵虚、邪入冷積於腸、所以状如結胸、按之不痛、能飲食、時下利、舌上胎滑、此非真寒證、乃過

下之誤也、 
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此亦太陰之類變乃與二寒實結胸一、相似而有異、蓋深痼沈著、宗氣亦衰、故不万任二攻下一、

要錯惡最極者也、 
 此藏結亦太陰の類變乃び＊寒實結胸外の寒が内に迫りついに内に実を生じて結胸となる「方術説話」と、相似れども

異有り、蓋し深重い痼ながわずらい沈著落ち着いて動かず、宗氣＊＊亦衰える、故に攻下に任せず、要す

るに錯みだれ惡ひどい最極者也、 
＊太陽病下十四條「病在陽 応以汗解之 反以冷水灌之 若潅之 其熱被劫不得去 弥更益煩 肉上粟起 意欲飲水 

反不渇者 服文蛤散 若不差者 与五苓散 寒実結胸 無熱証者 与三物小陥胸湯 白散亦可服」 

＊＊島田隆司素問講義録 素問平人氣象論「脈宗氣也」の宗氣について 

 靈樞五味篇では「大氣積于胸中、命曰氣海」と言い、邪客篇では「五穀入于胃也、其糟粕、津液、宗氣分爲三隧、故

宗氣積于胸中、出于喉嚨、以貫心脈而行呼吸焉」と言う。「広雅・釈詁」に「宗、聚也、」とある。素問五蔵別論「胃者

水穀之海」、玉機眞藏論「胃者五蔵之本」、厥論「胃不和則精氣竭」などのようにすべての經脈の氣が聚っている「宗氣」

つまり祖宗の氣（營衛之根源の氣）が胃に來源していると見ているのである。 

此證僅二條、難万甞二其義一、然福名二藏結一、則其病深重可万知、且以万理推万之、寒實結

胸、有二痰涎一相得、藏結則似万無二痰涎一、唯是寒結、勢逼二君主一者乎、然無二明徴一、姑列

二于此一、 
 此藏結證僅かに二條＊、其義を甞精・つまびらかにし難い、然れども福に藏結と名ずければ、則

ち其病深重なるを知るべし、且つ理を以て之を推おしはかるに、寒實結胸、痰涎有り相得る、

藏結は則ち痰涎無きに似る、唯是寒結、勢が君主に逼せまる者乎、然れども明らかな徴無し、

姑しばらく此に列す、 
＊太陽病下一條「問曰 病有結胸 有藏結 其状何如 答曰 按之痛 寸脈浮 関脈沈 名曰結胸也 何謂藏結 答曰 

如結胸状 飲食如故 時時下利 寸脈浮 関脈小細沈緊 名曰藏結 舌上白胎滑者 難治」 

太陽病下二條「藏結 無陽証 不往来寒熱 其人反静 舌上胎滑者 不可攻也」 

○舌上白胎滑者、舌上胎滑者、就二二者字一斎万之、則似下藏結有中胎不二白滑一、而乱澀者上、

又似万有下有二陽證一、往來寒熱、其人躁者上、寒凝豈有二此等證寔一、然則二者字當二癪講一、

曰難治、曰不一万可攻、並謂二藏結之難万治不一万可万攻、不下特爲二舌上白胎滑一而言上也、呉

氏削二飮字如万故、時時下利八字一、蓋飮字如万故一句難万解、俟万攷、 
 ○舌上白胎滑者、舌上胎滑者、二者の字に就いて之を斎視・考察すれば、則ち藏結は胎白滑

にあらずして、乱黄澀澁・澀・なめらかでない・不滑者有るに似るも、又陽證有り、往來寒熱、其人躁

者有るに似る、寒凝とどこおる豈此等證寔状有らんや反語、然れば則ち二者の字當に癪むなしい講と

きあかしなるべし、曰く難治、曰く攻めるべからず、並藏結の治し難く攻めるべからずを謂う、

特に舌上白胎滑を爲すと言わざる也、呉氏は「飮字食如故、時時下利」八字を削る、蓋し「飮

食如故」一句難解、攷考を俟つ、 
○太陰病、下万之而胸下結鞕、與万此相近、金匱曰、病者萎乱黄、燥而不万攻渇、胸中寒實、

而利不万已者、死、亦類證已、 
 ○太陰病＊、之を下して胸下結鞕、此と相近い、金匱曰＊＊「病者萎乱黄、燥而不攻渇、胸

中寒實、而利不已者、死、」亦類證已、 
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＊太陰病一條「太陰之為病 腹満而吐 食不下 自利益甚 時腹自痛 若下之 必胸下結鞕」 

＊＊金匱腹滿寒疝宿食病脉證治第十「病者痿黄．躁而不渇．胸中寒實．而利不止者死．」 

如二病脇下素有一万痞、是其位稍殊、而寒凝則一、故同二其稱一矣、 有二胸有万寒者一、何、

如二瓜蔕散證一、是也、此亦膈中頑涎、與万邪相實、蓋不万自二誤下一者、故病勢甚二于上一、

以爲下寸熟微浮、 
 病脇下素痞有るが如き、是其位稍殊ことなれども、寒凝とどこおるは則ち一、故に其稱呼び名を同

じくす矣、胸に寒有る者有り、何ぞ、瓜蔕散證＊の如き、是也、此亦膈中頑涎よだれ・濃い液体、

邪と相實みたす、蓋し誤下に自よらざる者、故に病勢は上に甚だしい、以て寸熟微浮、 
＊太陽病下三十八條「病如桂枝証 頭不痛 項不強 寸脈微浮 胸中痞鞕 気上衝咽喉不得息者 此為胸有寒也 当吐

之 宜瓜蔕散      瓜蔕一分熬黄 赤小豆一分 

  右二味 各別擣篩 為散已 合治之 取一銭匕 以香鼓一合 用熱湯七合煮作稀糜 去滓 取汁和散 温頓服之 

不吐者 少少加 得快吐乃止 諸亡血虚家 不可与瓜蔕散 」 

厥陰病二十九條「病人手足厥冷 脈乍緊者 邪結在胸中 心下満而煩 飢不能食者 病在胸中 当須吐之 宜瓜蔕散」 

金匱腹滿寒疝宿食病十「宿食在上脘、當吐之、宜瓜蔕散」 

微浮、以驗二病位一、曰弦遲、曰乍緊、曰乍結、並徴二其實一、 
 微浮、以て病位を驗しらべるに、曰く弦遲、曰く乍緊、曰く乍結、並其實を徴あきらかにす、 
胸中痞鞕、 

此病人自覺の菷、 
 此病人自覺の菷情、 
氣衝二喉咽一等候上、而不万及二心下一、亦不万痛、 
 氣上って喉咽を衝つく等の候を爲せども、心下に及ばず、亦痛まず、 
厥陰篇、心下滿、當下作二心中滿一爲上万是、 
 厥陰篇、心下滿、當に心中滿と作るを是と爲すべし、 

及二其閉甚一、陽氣阻格、以致二厥逆一、侖是邪高結甚、不万得万不二因而越一万之、此方之所

二由設一也、 
 其閉甚しきに及び、陽氣阻格さまたげとどめらる、以て厥逆を致す、侖ち是邪高く結甚だし、因

ってして之を越えざるを得ず、此方を由って設ける所也、 
瓜蔕至苦、其能在万味、吐藥之最峻者也、豆之腥しょう臭、令二人惡心一、豉之腐臭、必泥二

胸膈一、倶資万助二上涌之勢一、王氏選注之言、蓋爲万當矣、 

 瓜蔕至苦、其能は味に在り、吐藥の最も峻きびしい者也、豆の腥なまぐさい臭、人をして惡

心せしむ、豉の腐臭、必ず胸膈に泥とどこおる、倶ともに上に涌わきでるの勢を助けるに資する、王

氏王宇泰「傷寒準縄」明選注の言、蓋し當を爲す矣、 
○吐之一法、與二汗下一鼎峙、誠爲二緊要一、然本是非二六病之正對一、且宜万吐證、在二本經一

特三條、金匱亦不万過二瘧乱宿食數者一、可万見三其證極少、非二汗下之所一万比也、 

 ○吐の一法、汗下と鼎峙テイジ・鼎立・かなえの三本脚のように三方に立つ、誠に緊要大切なことと爲す、然れ
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ども本是六病の正對正しくこたえるに非ず、且て吐に宜しき證、本經に在って特に三條、金匱亦

瘧乱宿食數者を過ぎず、其證極少を見るべし、汗下の比する所に非ず也、 

有下結在二心下一、而熱實者上、何、如二十棗湯證一、是也、亦係二陽明之類變一、其病連二脇下

一、而水與万邪、其勢倶猛、自万非二此駃峻一、豈能直折万之者乎、 
 結が心下に在りて、熱實者有り、何ぞ、十棗湯證＊の如き、是也、亦陽明の類變に係つな

がる、其病脇下に連つらなりて、水と邪と、其勢倶に猛し、此駃はやい峻はげしいに非ざるに自り、

豈能く直ただちに之を折るものあらん乎反語、 
＊太陽病下二十五條「太陽中風 下利嘔逆 表解者乃可攻之 其人手手汗出 發作有時 頭痛 心下痞鞕満 引脇下痛 

乾嘔短氣 汗出不悪寒者 此表解裏未和也 十棗湯主之     芫花熬 甘遂 大戟    右三味 等分 各別擣

為散 以水一升半先煮大棗肥者十枚 取八合 去滓 内薬末 強人服一銭匕 羸人服半銭 温服之 平旦服」 

尤氏曰、金匱云、飮後水流在二脇下一、欬吐引痛、謂二之懸飮一、又云、病二懸飮一者、十棗湯

主万之、此心下痞鞕滿、引二脇下一痛、所四以知三其爲二懸飮一也、方氏曰、此蓋邪熱伏飮、搏

二
―滿胸脇一、與二結胸一雖万渉二近似一、與二胃實一則大不二相同一、喩氏曰、此證與二結胸一頗同、

但結胸者、邪結二於胸一、其位高、此在二心下及脇一、其位卑、愚謂結胸、與二瓜蔕散、及此

證一、相似不万同、臨万病之際、宜二甞認體察一也、 
 尤氏曰く、金匱痰飮欬嗽病十二云「飮後水流在脇下、欬吐引痛、謂之懸飮、」又云「病懸飮者、

十棗湯主之、」 此太陽病下二十五條「心下痞鞕滿、引脇下痛」以て其懸飮が為すを知る所也、方

氏曰く、此蓋し邪熱伏飮、胸脇に搏滿、結胸と近似よくにるに渉ると雖も、胃實とは則ち大い

に相同じからず、喩氏曰く、此證は結胸と頗すこぶる同じ、但結胸は、邪が胸に結び、其位高

い、此心下及び脇に在り、其位卑ひくい、愚謂うに結胸と、瓜蔕散及び此證と、相似て同じ

からず、病に臨むの際、宜しく甞しく認識別體察身を以て観察するするべき也、 
○按千金錢匕之存、本二于陶隠居陶弘景肘後百一方序一、平旦服、諸家無万解、蓋陰氣未万動、

飮字食未万進之時、藥力易二以潰一万結也、本草經曰、病在二四肢血熟脈
一者、宜二空腹而在一

万旦、陶隠居曰、毒利藥、皆須二空腹一、孫眞人孫思邈「千金方・千金翼方」曰、凡服二利湯一、欲万得

万侵万早、並宜二參商一、 
 ○按ずるに千金錢匕の存、陶隠居陶弘景肘後百一方序を本元とす、平旦あさ服、諸家解無し、

蓋し陰氣未だ動かず、飮字食未だ進まざるの時、藥力以て結を潰つぶし易き也、本草經＊曰く、

病が四肢血熟脈に在る者、宜しく空腹にして旦あさに在るべし、陶隠居曰、毒つよい利藥、皆須

く空腹なるべし、孫眞人孫思邈「千金方・千金翼方」曰く、凡そ利湯を服するに、早い侵次第に入り込む「諸

橋・大漢和辞典」を得んと欲す、並宜しく參商おしはかるすべし、 
＊神農本草經序「病在胸膈以上者先食後服藥病在心腹以下者先服藥後食病在四支血脈者宜空腹而在旦病在骨髄者宜飽滿

而在夜」 

○千金、乾棗湯、治二腫及支滿澼飮一、於二本方一、加二大乱黄、乱黄芩、甘草、蕘花一、水煮、

本草、圖經曰、胡洽治二水腫、及支飮澼飮一、加二大乱黄、甘草一、并万前五物、各一兩、棗

十枚、同煮如万法、一方、又加二芒消一、湯成下万之、聖惠、治二婦人血分、四肢浮腫、心腹

滯、不一万思二飮字食
一、芫花圓、於二本方一、加二大乱黄、靑橘皮一、細剉、以二米醋一中盞一、
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旋灑そそぐ二藥於銚子内一、慢火炒令二錯盡一、爲万末、麪麺糊圓如二梧子大一、字食前以二皿酒

一下二七圓一、 
 ○千金、乾棗湯、腫及び支滿澼飮を治す、本方十棗湯に、大乱黄、乱黄芩、甘草、蕘花を加

える、水煮、本草、圖図經「圖經本草」宋曰く、胡洽人名・宋代水腫、及び支飮澼飮を治す、大乱黄、

甘草を加え、前に并するに五物、各一兩、棗十枚、同煮法の如く、一方、又芒消を加え、

湯成り之を下す、聖惠「太平聖惠方」宋、婦人血分、四肢浮腫、心腹滯、飮字食を思わざるを治す、

芫花圓、本方に、大乱黄、靑橘皮を加え、細剉、米醋一中盞サン・さがずきを以て、旋まわし藥を銚

子内に灑そそぐ、慢火炒たき錯まぜたもの盡せしめ、末と爲す、麪麺糊圓円梧子大の如き、字食前皿温

酒を以て七圓を下す、 

有下結在二心下一、而冷熱不万調者上、何、此其人胃氣素弱、水液不万行、而誤治凋癪、胃冷

熱搏、以爲二痞鞕一者、是也、 
 結が心下に在りて、冷熱調わざる者有り、何ぞ、此其人胃氣素弱、水液行めぐらずして、

誤治で凋更に癪し、胃冷熱搏、以て痞鞕を爲す者、是也、 
大抵胃素寒者、邪陷必化爲万寒、今胃雖万弱、其寒未甚、故猶爲二此證一、喩氏解下病發二於

陰一、而反下万之、因作上万痞曰、是熱人、省万文以見万意也、此與二錢氏一不万同、而反似二

允愜きょう一、所三以成二結胸一者一句、亦似下略二成万痞字一而言上、經中閒有二此例一、錢注

恐鑿さく、又其云万作万痞者、只指二飮邪併結之痞一、不三是該二
―言氣痞一、錢氏以爲三三瀉心

證一者、是、 
 大抵胃素寒なる者、邪陷陥・おちいり必ず化して寒を爲す、今胃弱と雖も、其寒未だ甚しか

らず、故に猶此證を爲す、喩氏＊「病發於陰、而反下之、因作痞」を解して曰く、是熱人、

文を省き以て意を見あらわす也、此錢氏と同じからずして、反って允愜インキョウ・適切に似る、「所

以成結胸者」の一句、亦痞を成す字を略して言うに似る、經中閒間に此例有りと、錢注恐ら

く鑿サク・こじつけ、又其「作痞」と云うは、只飮邪併結の痞を指す、是氣痞を該かね言わず、錢

氏以て三瀉心證＊＊を爲すもの、是、 
＊太陽病下三條「病發於陽而反下之 熱入因作結胸 病發於陰而反下之 因作痞也 所以成結胸者 以下之太早故也」 

＊＊太陽病下二十二條「傷寒五六日 嘔而発熱者 柴胡湯証具 而以他薬下之 柴胡証仍在者 復与柴胡湯 此雖已下

之 不為逆 必蒸蒸而振 却発熱汗出而解 若心下満而鞕痛者 此為結胸也 大陥胸湯主之 但満而不痛 者此為痞 

柴胡不中与之 宜半夏瀉心湯」 金匱嘔吐噦下利病七「嘔而腸鳴 心下痞者 半夏瀉心湯主之  半夏 黄芩 乾薑 人

參 甘草 黄連 大棗 」 

太陽病下二十九條「傷寒汗出解之後 胃中不和 心下痞鞕 乾噫食臭 脇下有水気 腹中雷鳴下利者 生薑瀉心湯

主之  生薑 甘草 人參 乾薑 黄芩 半夏 黄連」 

  太陽病下三十條「傷寒中風 医反下之 其人下利 日数十行 穀不化 腹中雷鳴 心下痞鞕而満 乾嘔心煩不得安 

医見心下痞 謂病不尽 復下之 其痞益甚 此非結熱 但以胃中虚 客気上逆 故使鞕也 甘草瀉心湯主之    

甘草 黄芩 乾薑 半夏 大棗 黄連 （人參）」  

太陽病下二十七條「心下痞 按之濡 其脈関上浮者 大黄黄連瀉心湯主之  大黄 黄連」 

蓋癪實相半 
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 蓋し癪實相半 
汪氏有二濕熱不万調、癪實相半語一、 
 汪氏濕熱調わず、癪實相半の語有り、 
故病勢頗緩、實係二少陽之類變一、如二其治一、皿涼並行、以調二停之一、但其證有万別、如二

半夏瀉心湯證一、是飮盛者也、如二生薑瀉心湯證一、是寒勝者也、如二甘草瀉心湯證一、是癪

勝者也、 
 故に病勢頗る緩、實に少陽の類變に係がる、其治の如き、皿温涼並行、以て之を調停す、

但し其證別有り、半夏瀉心湯證の如き、是飮盛んな者也、生薑瀉心湯證の如き、是寒勝る

者也、甘草瀉心湯證の如き、是癪勝る者也、 
瀉心湯者、非万瀉二心火之熱一、瀉二心下之痞一也、此本雲岐子存、又明理論曰、氣結而不万

散、壅而不万通、爲二結胸一、陷胸湯爲二直達之劑一、塞而不万通、否而不万分、爲痞、瀉心

湯爲二分解之劑一、所三以謂二之瀉心一者、謂万瀉二心下之邪一也、痞與二結胸一、有二高下一焉、

云云、愚攷二諸注一、似二半夏證特熱併、而生薑甘草二證熱福除一、然所二以成一万痞者、恐不

万可万不万因二邪熱加一万之、曰、傷寒汗出解之後、胃中不万和、不万過万言二大邪福解一、曰、

此非二熱結一、但以二胃氣癪、客氣上逆一、亦是對二結胸及大乱黄乱黄連證一而言、非三必無二些

熱一、觀二心煩不万得万安、而可万見也、如移治二雜病痞鞕一、則芩連與二參薑一倶行、其苦唯

存二瀉万痞之用一、不万嫌二其淸涼一也、 
 瀉心湯は、心火の熱を瀉するに非ず、心下の痞を瀉する也、此本雲岐子存説、又明理論曰

く、氣結んで散らず、壅ふさいで通ぜず、結胸を爲す、陷胸湯を直達の劑と爲す、塞ふさいで

通ぜず、否しからざれば分わかたず、痞を爲す、瀉心湯を分解の劑と爲す、以て之の瀉心と謂

う所の者、心下の邪を瀉するを謂う也、痞と結胸と、高下有り焉、云云、愚私諸注を攷思案

するに、半夏瀉心湯の證特に熱併あわせども、生薑瀉心湯甘草瀉心湯の二證熱福に除かれるに似る、

然れども痞を成す所以は、恐らく邪熱が之に加わわるに因らざるべからず、曰生薑瀉心湯「傷

寒汗出解之後、胃中不和」大邪福に解すると言うを過ぎず、曰甘草瀉心湯「此非熱結、但以胃

氣癪、客氣上逆」亦是結胸及び大乱黄乱黄連瀉心湯證に對して言う、必ずしも些いささかの熱無

きに非ず、甘草瀉心湯「心煩不得安」を觀観・かんがえて、見るべき也、如し移し雜病痞鞕を治すれ

ば、則ち黄芩黄連と人參乾薑と倶に行めぐる、其苦唯痞を瀉するの用に存あり、其淸涼を嫌うたが

わず也、 
○甘草瀉心條曰、穀不万化、金匱水氣篇曰、小浩便不万利、水穀不万化、面目手足浮腫、侖

同義也、 
 ○甘草瀉心條曰「穀不化」、金匱水氣篇曰「小浩便不利、水穀不化、面目手足浮腫、」侖ち

同義也、 

凋有二二證相類一、其一、如二柴胡桂枝乾薑湯證一、是也、此病渉二太少一、而兼二飮結一、亦

冷熱并有者也、 
 凋更に二證相類する有り、其一、柴胡桂枝乾薑湯證＊の如き、是也、此病太陽少陽に渉りて、

飮結を兼ねる、亦冷熱并せ有る者也、 
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＊太陽病下二十條「傷寒五六日 已発汗而復下之 胸脇満微結 小便不利 渇而不嘔 但頭汗出 往来寒熱 心煩者 

此為未解也 柴胡桂枝乾薑湯主之  柴胡 桂枝 乾薑 栝樓根 黄芩 牡蠣 」 

此條、諸注爲津二乏一解、然今驗治万飮甚效、因攷、曰微結、曰小浩不万利、曰攻、倶似二

水氣之徴一、不嘔万者、以下水在二胸脇一、而不万犯万胃之故上、但頭汗出、邪氣上壅之候、蓋

乾薑皿二
―散寒飮一、牡蠣、栝樓根、並逐二水飮一、牡蠣澤瀉散、亦有二此二味一、其理一也、

先兄亦嘗言万之、仍掲二于此一、或曰微結字無二著落一、蓋心下微結之省文也、 
 此條、諸注は津津液乏しきを爲すと解す、然れども今治を驗ためすに飮甚だ效効・きく、因っ

て攷考えるに、曰「微結」曰「小浩便不利」曰「攻渇」倶に水氣の徴きざしに似る、「不嘔」は、

水が胸脇に在れども、胃を犯さざるの故を以てす、「但頭汗出」邪氣上に壅ふさがるの候、蓋し

乾薑は寒飮を皿散、牡蠣、栝樓根、並水飮を逐しりぞける、牡蠣澤瀉散＊、亦此二味有り、其

理一也、先兄亡き兄多紀元胤亦嘗て之を言う、仍よって此に掲げる、或いは曰く「微結」字は著落お

さまり無し、蓋し心下微結の省文也、 
＊陰陽易差後勞復病四條「大病差後、從腰以下有水氣、牡蠣澤瀉散腫之、  

牡蠣 澤瀉 蜀漆 葶藶子 商陸根 海藻 栝樓根 」 

其一、如二旋復代赭湯證一、是也、此邪福解、而胃弱飮逆者也、 
 其一、旋復代赭湯證＊の如き、是也、此邪福に解して、胃弱飮逆する者也、 
＊太陽病下三十三條「傷寒発汗 若吐 若下 解後 心下痞鞕 噫気不除者 旋覆花代赭湯主之」 
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